






を日常的に使用する人であったため，脳波経験も鑑みた更
なる追実験の必要性を示唆している．
刺激提示終了時から減衰までの時間に関して，立ち上が

りと比べて幅はあるもののほとんど幅が見られなかった．
このことから減衰に関しても著しい個人差はなく，刺激提
示後 330 - 350ms後に誘発度合いが小さくなることが分か
る．また立ち上がりと比べて減衰の方が変化が緩やかであ
ることが分かる．これは実験参加者がアンケートで回答し
た残像現象とも関連がある可能性があると考えた．

5.2 周波数ごとの解析
周波数ごとの解析では，15Hz以外の条件では，刺激提

示開始時に SSVEP が誘発され始め，刺激提示終了後に
SSVEPの誘発が減衰していることが確認できた．また刺
激提示開始時から立ち上がりのピークまでの時間は 8.57Hz
と 10Hzでは近い値になり，12Hzでは 369msと長くなっ
ていた．刺激提示終了時から減衰までの時間も 8.57Hzと
10Hzでは近い値となり，12Hzでは 142msと短くなってい
た．この結果からフリッカ刺激が提示されてから SSVEP
が誘発されるまでの時間は，周波数による違いはないと結
論付けた．
これらの結果に関して，今回の実験では周波数が低い刺

激から提示をしたため，実験参加者の疲労や集中度の低下
が原因であると考えられる．先行研究において，今回の周
波数帯域内では周波数ごとの違いが生じていなかったた
め，周波数ごとの違いの検証に関しては実験参加者の疲労
度や集中度に注意して実験を再度構築する必要があると考
えた．

5.3 サイズごとの解析
サイズごとの結果では，300 pixels以下のデータは，刺激
提示終了後に識別精度が向上したり，刺激提示終了前から
識別精度が減少していたりしたため，解析するのに十分で
はないと判断した．500 pixelsと 400 pixelsの比較では，
刺激提示開始時は 500 pixelsの方が速く立ち上がりのピー
クを迎え，刺激提示終了時は 500 pixelsの方が減衰の速度
がゆっくりであった．このことから，刺激の認知しやすさ
が SSVEPに大きく関連していることが推測される．500
pixelsは 400 pixelsに比べて刺激が認知しやすく，そのた
め刺激提示開始時から誘発までの時間が短くなり，刺激提
示終了時から減衰までの時間が長くなったのだと考えた．
この考察をもとに実験参加者と周波数が同じ場合の 500

pixelsと 400 pixelsの刺激提示開始時から立ち上がりまで
と刺激提示終了時から減衰までの時間を比較した．4周波
数条件において，1人当たり 3回試行，計 3人の 36データ
を比較対象とした．結果として立ち上がりに関しては 36試
行中 34試行が 500 pixelsの方が 400 pixelsと比べて刺激
提示開始時からピークまでの時間が短かった．また減衰に

関しては 36試行中 31試行が 500 pixelsの方が 400 pixels
と比べて刺激提示終了時から減衰までの時間が長かった．
これらの結果は刺激の認知しやすさが SSVEPに大きく関
連しているという仮説を支持している．

6. おわりに
本稿では SSVEP刺激を提示・停止したときの誘発度合
いの立ち上がりや減衰の時間的特性を調査した．その結
果，刺激提示開始時に SSVEPが誘発され始め，刺激提示
終了後に SSVEPの誘発が減衰していることが分かった．
またこれらの応答速度は今回の 3条件の中で実験参加者間
の個人差や周波数の影響は受けず，刺激のサイズにのみ影
響を受けることが分かった．刺激のサイズが小さくなるほ
ど，フリッカ刺激を認知することが難しくなり，誘発まで
の時間経過が長くなった．
これらの結果から特定の刺激サイズに対して，SSVEP

誘発までの時間が分かることで，より高速な BCIシステ
ムを提案できる可能性が示唆された．制約として，今回の
実験では実験参加者が女子学生に偏っていたことがあげら
れる．また疲労度や集中度への配慮が足りていなかったた
め，更なる実験を実施することで，より詳細な結果が得ら
れると考えた．
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